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オ
ー
ス
ト
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ア
の
地
域
住
民
組
織
に
つ
い
て

│
│
メ
ル
ボ
ル
ン
に
お
け
るN

eighborhood
W

atch

を
中
心
に
│
│

鯵

坂

学

一

は
じ
め
に

近
年
、
都
市
に
お
け
る
地
域
生
活
や
住
民
参
加
の
社
会
学
的
な
研
究
に
お
い
て
、
地
域
住
民
組
織
の
国
際
的
な
比
較
研
究
の
蓄
積
が
み
ら

れ
る
（
鳥
越
晧
之

一
九
九
四
、
野
辺
政
雄

一
九
九
六
、
店
田
廣
文

一
九
九
九
、
中
田
實

二
〇
〇
〇
、
吉
原
直
樹

二
〇
〇
一
、
二
〇
〇
三
）。
ま

た
、
震
災
・
災
害
研
究
や
犯
罪
な
ど
「
リ
ス
ク
社
会
」（
Ｕ
・
ベ
ッ
ク
）
へ
の
対
応
と
し
て
、
さ
ら
に
平
成
の
市
町
村
合
併
後
の
地
域
統
合

の
受
皿
と
し
て
町
内
会
・
自
治
会
な
ど
の
住
民
組
織
へ
の
再
評
価
・
再
検
討
が
な
さ
れ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
て
、
小
論
で
は
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
地
域
住
民
組
織
に
つ
い
て
、
メ
ル
ボ
ル
ン
都
市
圏
に
お
け
る
調
査
結
果
を
中
心
に
報
告
す
る
。

二

社
会
構
成
と
地
域
住
民
組
織
・
集
団
の
類
型

地
域
住
民
組
織
・
集
団
は
、
日
本
国
内
に
お
い
て
も
多
く
の
種
類
が
あ
り
、
そ
れ
を
社
会
構
成
や
歴
史
が
ち
が
う
各
社
会
間
の
国
際
比
較

を
お
こ
な
う
場
合
、
か
な
り
の
困
難
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
社
会
構
成
に
こ
れ
ら
の
組
織
・
集
団
を
位
置
付
け
る
た
め
、
富
沢
賢
治
に

― １ ―



インフォーマル�

フォーマル� 非営利�

営利�

公的�

私的�

国家�
（公的機関）�

第3セクター�
（任意の　　　�
　非営利組織）�

共同体�
（世帯、家族など）�

市場�
（私企業）�

な
ら
っ
て
（
富
沢

一
九
九
九
）、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
Ｖ
・
Ａ
・
ペ
ス

ト
フ
の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
分
析

（V
.

A
.

Pestoff
1992

）
を
援
用
し

て
み
た
い
。
図
―
１
の
よ
う
に
社

会
構
成
は
①
国
家
・
自
治
体
な
ど

の
公
的
行
政
、
②
市
場
に
支
配
さ

れ
る
営
利
企
業
、
③
世
帯
や
家
族

な
ど
の
私
的
な
共
同
体
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
に
区
分
さ
れ
、
さ
ら
に
そ

れ
ら
に
囲
ま
れ
た
④
第
三
セ
ク
タ

ー
の
領
域
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

地
域
住
民
組
織
や
集
団
は
他
の
三

つ
の
領
域
と
の
関
連
の
濃
淡
を
持

ち
な
が
ら
、
こ
の
第
四
の
領
域
を

中
心
に
布
置
さ
れ
る
と
思
わ

（
１
）

れ
る
。
社
会
に
よ
っ
て
国
家
や
行

政
の
領
域
が
広
い
・
強
い
社
会

や
、
世
帯
・
家
族
な
ど
の
共
同
体

図－1 V. A．ペストフの社会構成のトライアングル（福祉の混合システム）

出所）V. A. Pestoff, 1992, ‘Third Sector and Co-Operative Services-An Alternative to Pri-
vatization,’ Journal of Consumer Policy, 15 : p 26
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が
広
く
社
会
を
被
っ
て
い
る
場
合
、
あ
る
い
は
市
場
重
視
や
民
営
化
の
浸
透

に
よ
り
営
利
企
業
の
影
響
が
強
い
社
会
も
あ
る
。
ぺ
ス
ト
フ
や
富
沢
は
こ
の

第
四
の
領
域
の
発
展
（
真
の
第
三
セ
ク
タ
ー
）
に
、
今
後
の
進
む
べ
き
社
会

の
方
向
を
考
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
社
会
構
成
の
な
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
地
域
住
民
組
織
・
集

団
を
表
―
１
の
①
〜
⑩
ま
で
の
組
織
・
集
団
に
区
分
し
、
図
―
２
の
よ
う
に

こ
れ
ら
を
二
つ
の
原
理
か
ら
整
理
し
て
み
る
（
鯵
坂
学

二
〇
〇
一
）。
こ
れ

ら
の
集
団
・
組
織
を
、
加
入
・
構
成
の
原
理
﹇
自
動
・
全
員
加
入
―
任
意
・

部
分
加
入
﹈
と
目
的
・
機
能
の
原
理
﹇
包
括
的
・
多
面
的
―
部
分
的
・
個
別

的
﹈
の
二
つ
の
軸
で
区
分
し
、
四
つ
の
位
相
に
分
け
る
。
は
じ
め
に
加
入
・

構
成
の
原
理
で
あ
る
が
、
自
動
・
全
員
加
入
は
、
当
該
地
域
に
住
ん
で
い
る

住
民
（
世
帯
）
や
、
こ
こ
で
営
業
し
て
い
る
事
業
所
・
企
業
は
、
原
理
・
建

前
と
し
て
加
入
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
た
り
、
加
入
を
期
待
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
任
意
・
部
分
加
入
は
、
加
入
す
る
か
ど
う
か
は
任
意
で
あ
り
、

そ
の
結
果
と
し
て
当
該
地
域
の
住
民
や
事
業
所
の
一
定
部
分
し
か
そ
れ
ら
の

組
織
・
集
団
に
加
入
し
て
い
な
い
。
次
に
、
目
的
・
機
能
の
原
理
で
あ
る

が
、
町
内
会
・
自
治
会
の
よ
う
に
包
括
的
で
多
面
的
な
目
的
・
機
能
を
も
つ

も
の
と
、
行
政
協
力
組
織
や
余
暇
集
団
の
よ
う
に
特
定
・
個
別
の
目
的
や
機

能
を
も
つ
も
の
に
区
分
す
る
。
こ
う
し
て
で
き
た
四
つ
の
位
相
に
先
の
①
〜

表－1 地域住民組織・集団の諸類型

①住民自治組織──町内会、自治会、部落会（それらの連合会）など
②行政協力組織──納税組合、防犯協会、消防団、保険委員会、日赤奉仕団、献血
友の会、体育興会、民生児童委員会、社会福祉協議会など

③年齢・性などによる階層別組織──子ども会、青年会（団）、地域婦人会、老人
会、PTA など

④職業・産業集団──商店会、商工会、同業者組合、経営者クラブ、農業協同組
合、水利組合など

⑤宗教集団──各宗派の信者集団、神社氏子会など
⑥同郷的団体──同郷会、郷友会、県人会、エスニック・グループなど
⑦余暇をめぐる集団──趣味の会、スポーツクラブなど
⑧自発的な運動組織──住民・市民運動団体、生活協同組合、NGP、NPO、ボラン
ティアなど

⑨自覚的階級・階層別組織──経団連・日経連・経済同友会・日本商工会議所など
の地方組織。青年会議所、労働組合、日本科学者会議、民主商工会、新婦人の会
などの団体。

⑩政党──各政党の地域組織・議会の会派（および後援会）など

― ３ ―
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加入・構成の原理�

目
的
・
機
能
の
原
理�

（自動・全員加入）�

（
部
分
的
・
個
別
的
な
目
的
・
機
能
）�

（
包
括
的
・
多
面
的
な
目
的
・
機
能
）�

（任意・部分加入）�

⑩�⑥�

⑤�

⑦� ⑧�

⑨�

③�

②�

④�

①�

既成組織� 各種団体� 自覚的運動組織�

⑩
の
集
団
を
布
置
し
た
の
が
図
―
２
で
あ
る
。

日
本
に
お
い
て
、
①
町
内
会
・
自
治
会
は
一
定

の
範
域
の
地
域
社
会
に
住
む
全
住
民
（
世
帯
）
お

よ
び
そ
こ
に
所
在
す
る
事
業
所
を
そ
の
メ
ン
バ
ー

と
考
え
、
地
域
生
活
に
ま
つ
わ
る
も
ろ
も
ろ
の
目

的
・
機
能
を
も
っ
て
活
動
し
て
い
る
。
②
の
行
政

協
力
組
織
は
行
政
事
務
の
補
完
や
行
政
末
端
を
担

っ
て
お
り
、
形
骸
化
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
地
域

に
網
の
目
の
よ
う
に
存
在
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は

国
の
省
庁
や
地
方
自
治
体
の
行
政
の
各
部
局
ご
と

に
対
応
し
て
い
る
。
③
年
齢
・
性
な
ど
に
よ
る
集

団
は
、
子
供
や
婦
人
、
高
齢
者
な
ど
そ
の
地
域
に

住
む
当
該
者
全
員
を
原
理
と
し
て
メ
ン
バ
ー
と
考

え
て
組
織
さ
れ
て
い
る
。
実
際
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
子

供
会
以
外
は
そ
の
加
入
率
は
か
な
り
低
い
の
が
現

状
で
あ
る
。
④
商
店
会
や
同
業
者
組
合
、
農
林
業

関
係
の
団
体
な
ど
の
職
業
・
産
業
関
係
集
団
は
、

そ
の
業
種
に
よ
っ
て
、
地
域
社
会
と
の
関
係
の
深

さ
は
異
な
る
が
、
地
域
社
会
に
根
付
い
た
組
織
が

図－2 地域住民組織・集団の諸類型
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多
い
。
以
上
の
四
つ
が
日
本
に
お
い
て
は
、
地
域
社
会
の
「
既
成
組
織
」
と
い
わ
れ
、
目
的
・
機
能
に
包
括
性
を
も
っ
て
い
る
町
内
会
・
自

治
会
に
対
し
て
、
メ
ン
バ
ー
は
重
複
す
る
が
、
特
定
の
機
能
・
目
的
を
主
に
担
っ
て
い
る
の
で
、「
各
種
団
体
」
と
い
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
各
種
団
体
を
含
む
既
成
組
織
を
構
成
団
体
と
し
て
自
治
連
合
会
や
連
合
町
内
会
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
（
鯵
坂
学

一
九
八
九
）。

⑤
宗
教
団
体
は
、
日
本
に
お
い
て
は
特
に
氏
子
集
団
に
か
つ
て
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
あ
る
い
は
農
村
部
に
現
在
も
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
、

自
動
・
全
員
加
入
で
あ
っ
た
が
、
宗
教
の
多
様
化
、
無
関
心
化
が
進
む
中
で
現
在
で
は
任
意
・
部
分
加
入
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
、

日
本
で
は
宗
教
へ
の
無
関
心
化
が
広
が
る
中
で
、
そ
の
目
的
・
機
能
を
低
下
さ
せ
て
い
る
が
、
海
外
の
地
域
住
民
組
織
を
考
え
る
と
き
、
地

域
生
活
や
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
い
て
現
在
で
も
一
定
の
あ
る
い
は
大
き
な
存
在
意
義
を
も
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
⑥
同
郷
的
団
体

は
、
も
と
も
と
そ
の
出
身
地
域
を
同
じ
く
す
る
人
々
の
団
体
で
あ
り
、
か
つ
て
は
目
的
・
機
能
と
し
て
か
な
り
包
括
性
を
も
つ
団
体
も
存
在

し
た
が
、
筆
者
の
調
査
で
は
現
在
は
そ
の
比
重
を
親
睦
を
中
心
に
運
営
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
な
っ
て
い
る
（
鯵
坂
学

一
九
九
五
）。
し

か
し
、
こ
れ
は
「
同
郷
会
・
郷
友
会
」
な
ど
日
本
の
国
内
移
住
者
に
み
ら
れ
る
現
象
で
あ
っ
て
、
在
日
韓
国
・
朝
鮮
人
や
近
年
に
な
っ
て
移

民
先
よ
り
日
本
へ
や
っ
て
来
た
日
系
人
の
場
合
に
は
、
依
然
と
し
て
同
郷
的
な
（
あ
る
い
は
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
に
基
づ
く
）
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や

組
織
は
、
就
業
や
住
居
の
確
保
、
生
活
や
教
育
に
お
け
る
互
助
な
ど
大
き
な
存
在
意
味
を
も
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
（
伊
地
知
紀
子

二
〇
〇

〇
）。
特
に
海
外
の
住
民
組
織
を
検
討
す
る
場
合
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
と
し
て
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

そ
れ
ら
に
対
し
て
、
⑦
の
余
暇
集
団
は
日
本
で
は
、
女
性
や
若
者
、
高
齢
者
層
で
よ
く
見
ら
れ
る
。
近
年
で
は
、
⑧
の
住
民
運
動
団
体
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
生
活
協
同
組
合
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
な
ど
の
自
発
的
な
運
動
組
織
が
活
発
化
し
て
き
て
い
る
。
こ
の
メ
ン
バ
ー
は
全

く
の
自
主
的
な
任
意
参
加
で
あ
り
、
そ
の
目
的
・
機
能
は
そ
の
組
織
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
か
な
り
包
括
性
を
も
つ
組
織
も
あ

る
。
こ
れ
ら
の
自
発
的
な
運
動
組
織
と
⑨
自
覚
的
な
階
級
・
階
層
別
組
織
を
あ
わ
せ
て
、
環
境
問
題
や
「
ま
ち
づ
く
り
」、
地
域
福
祉
活
動

の
コ
ア
と
な
り
う
る
潜
在
力
を
も
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、「
自
覚
的
運
動
組
織
」
と
位
置
付
け
て
お
く
。

― ５ ―
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最
後
に
⑩
政
党
で
あ
る
が
、
も
と
も
と
近
代
社
会
に
お
い
て
は
、
国
家
や
地
方
自
治
体

の
政
策
な
ど
の
在
り
方
に
対
し
て
働
き
か
け
る
た
め
に
、
多
面
的
な
目
的
や
機
能
を
も

ち
、
同
じ
主
義
や
主
張
、
方
向
性
を
も
つ
人
々
の
任
意
加
盟
の
結
社
で
あ
る
。
し
か
し
、

日
本
に
お
い
て
は
多
く
の
場
合
、
業
界
や
利
益
団
体
、
労
働
組
合
や
宗
教
団
体
の
組
織
を

テ
コ
に
し
て
存
在
し
て
お
り
、
政
党
組
織
は
一
部
を
の
ぞ
い
て
独
自
の
発
展
を
見
せ
て
い

な
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。

以
上
の
地
域
住
民
組
織
や
集
団
は
、
政
党
や
労
働
組
合
、
行
政
協
力
組
織
や
生
活
協
同

組
合
に
典
型
的
な
よ
う
に
、
草
の
根
に
基
礎
を
お
き
な
が
ら
も
、
町
内
―
地
域
生
活
圏

（
も
と
も
と
は
学
区
、
旧
村
）
―
市
町
村
域
―
都
道
府
県
域
を
へ
て
全
国
的
な
組
織
体
制

を
も
つ
も
の
も
多
い
。

中
田
實
は
各
国
の
地
域
住
民
組
織
は
、「
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
政
治
文
化
に
根
ざ
す
歴

史
的
な
特
質
を
帯
び
な
が
ら
、
特
に
地
方
自
治
の
制
度
（
首
長
や
議
員
の
公
選
制
の
在
り

方
等
）
や
思
想
の
展
開
、
さ
ら
に
は
生
活
全
体
の
な
か
で
の
地
域
生
活
の
ウ
エ
イ
ト
の
変

化
に
応
じ
て
変
容
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
」（
中
田
實

二
〇
〇
〇
）
と
述
べ
て
い
る
よ
う

に
、
住
民
組
織
は
社
会
の
歴
史
的
変
動
に
と
も
な
う
動
態
的
な
面
を
も
っ
て
い
る
。
そ
れ

ゆ
え
、
Ｖ
・
Ａ
・
ペ
ス
ト
フ
の
社
会
構
成
の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
で
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
国

民
国
家
―
自
治
体
﹇
共
同
事
務
﹈、
社
会
的
市
場
﹇
営
利
企
業
﹈、
共
同
体
﹇
家
族
や
親

族
、
職
場
・
近
隣
・
友
人
の
関
係
な
ど
﹈
の
歴
史
的
・
同
時
代
的
な
権
能
・
機
能
・
役

割
、
守
備
範
囲
の
あ
り
よ
う
が
、
市
民
社
会
・
市
民
生
活
の
領
域
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
地

表－2 調査対象国の住民組織の位置付け－国家行政機構を軸として

結 社 型

任意団体

仏・端（日）米・英

補完（補末）補完

なし

出所）中田實編、2000、『世界の住民組織－アジアと欧米の国際比較』自治体研究
社、p 22。

地域共同団体

一部あり

公共団体

タイ・韓

中・比

末端

あり

代議型

独・伊

補完

組織類型
主な機能特質

審議機能のみ

執行機能も持つ

司法機能も持つ

自治体との関係

法 令 の 規 定
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域
住
民
組
織
を
比
較
検
討
す
る
と
き
に
基
本
的
な
条
件
と
な
る
。

中
田
實
の
グ
ル
ー
プ
は
ア
ジ
ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
北
ア
メ
リ
カ
の
一
〇
カ
国
の
地
域
住
民
組
織
の
な
か
か
ら
以
下
の
要
件
を
満
た
す
も
の

を
抽
出
し
、
こ
れ
ら
を
比
較
検
討
し
て
い
る
。

①
一
定
の
区
画
を
排
他
的
に
占
有
し
て
い
る
（
地
域
区
画
性：

空
間
性
）

②
地
域
住
民
に
共
通
す
る
地
域
の
諸
問
題
に
当
た
っ
て
い
る
（
地
域
共
同
管
理
性：

機
能
性
）

③
当
該
地
域
と
住
民
を
代
表
す
る
こ
と
を
住
民
及
び
公
行
政
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
る
（
地
域
代
表
制：

関
係
性
）

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
地
域
住
民
組
織
を
組
織
類
型
﹇
代
議
型
と
結
社
型
﹈
と
主
な
機
能
的
特
質
に
よ
り
、
表
―
２
の
よ
う
に
位
置
付
け

て
、
そ
れ
ら
を
比
較
検
討
し
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
中
田
に
よ
る
一
〇
カ
国
の
国
際
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
地
域
住
民
組
織
は
、
日
本
の
町
内
会
・
自
治
会
と

の
類
例
、
比
較
か
ら
選
ば
れ
た
も
の
で
あ
り
、「
住
民
自
治
」
に
収
斂
す
る
組
織
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
・

ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
宗
教
団
体
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
は
そ
の
対
象
に
は
お
か
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

三

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
地
方
制
度

中
田
も
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
地
域
住
民
組
織
を
検
討
す
る
と
き
、
そ
の
社
会
の
地
方
制
度
と
の
関
連
が
焦
点
の
一
つ
と
な
る
。
日
本
の

約
二
〇
倍
の
面
積
が
あ
り
、
現
在
で
は
約
一
八
〇
〇
万
人
の
人
口
を
持
つ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
地
方
制
度
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
簡
単
に
述
べ

て
お
く
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
と
し
て
形
成
さ
れ
、
お
お
よ
そ
現
在
の
州
ご
と
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
も
含
む
）
に
植

民
地
政
府
が
あ
っ
た
。
一
九
〇
一
年
に
な
っ
て
州
の
連
合
と
し
て
の
連
邦
が
結
成
さ
れ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
し
て
一
つ
の
ま
と
ま
っ
た
国

民
国
家
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
各
州
が
独
自
の
大
き
な
権
限
を
も
っ
て
お
り
、
始
め
は
地
方
自
治
体
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
現
在
は
行
政

― ７ ―
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体
系
と
し
て
は
連
邦
―
州
（
北
部
準
州
を
含
め
七
つ
が
あ
る

が
、
別
に
キ
ャ
ン
ベ
ラ
市
の
首
都
特
別
地
域
が
あ
る
）
―
地

方
自
治
体
（
七
三
六
団
体
）
と
い
う
三
層
構
造
を
と
っ
て
い

る
が
、
依
然
と
し
て
州
政
府
の
果
た
す
役
割
、
権
限
は
大
き

な
も
の
が
あ
る
。
州
は
自
治
体
お
よ
び
そ
の
議
会
の
解
散
権

さ
え
も
持
つ
。
国
土
が
広
い
た
め
も
あ
っ
て
、
北
部
準
州
お

よ
び
二
つ
の
州
で
は
地
方
自
治
体
が
存
在
し
な
い
地
域
も
か

な
り
あ
り
、
こ
れ
は
州
お
よ
び
準
州
が
直
接
管
轄
し
て
い

る
。
ち
な
み
に
、
公
務
員
は
連
邦
・
州
・
地
方
併
せ
て
約
一

四
八
万
人
い
る
が
、
そ
の
構
成
比
率
は
連
邦：

一
九
・
六

％
、
州：

七
〇
・
五
％
、
地
方
自
治
体：

九
・
九
％
で
あ
る

よ
う
に
、
地
方
自
治
体
の
仕
事
は
相
対
的
に
小
さ
な
も
の
で

あ
る
。

地
方
自
治
体
は
各
州
に
よ
っ
て
名
称
は
異
な
る
が
、
都
市

部
で
はC

ity
C

ouncil

、
農
村
部
で
はShire

C
ouncil,

D
is-

trict

と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
。
規
模
と
し
て
はB

risbane

C
ity

の
よ
う
に
七
〇
万
を
越
え
る
も
の
も
あ
る
が
、
こ
れ

は
例
外
で
多
く
は
一
万
人
以
下
の
も
の
が
多
い
。
筆
者
が
訪

問
し
た
メ
ル
ボ
ル
ン
都
市
圏
に
あ
るStonnington

市
は
人

表－3 地方自治体の施策例

ア．道路整備ほか土木事業（Roads and Public Works）
道路・橋梁、上下水道、公会堂、公園等の建設および維持、駐車メーター

の設置など
イ．都市計画（Planning）

ゾーンニング、都市開発計画など
ウ．建築規制および保存（Building Control and Preservation）

建築許可、歴史的建造物の保存など
エ．ごみ処理（Waste Disposal）

ごみ収集・処理、歩道・公園等公共施設の清掃など
オ．コミュニティサービス（Community Services）

チャイルド・ケア、保育所や幼稚園等の管理運営
高齢者、病院への移動給食車サービス
高齢者用住宅の提供、高齢者参加事業の実施
青少年センター、青少年参加事業の実施（特に失業者を対象）など

カ．レクリエーションおよび文化事業（Recreation and Culture）
図書館、公民館、公園、テニスコート、ゴルフ場などの管理運営

キ．公衆衛生（Public Health）
害虫・毒草除去、食品検査、公衆便所・ごみ箱設置、飼犬登録など

ク．山火事対策（Bush Fire Brigades）
山間部の自衛消防団の設置、訓練など

出所）久保田治郎、1998、『オーストラリア地方自治体論』ぎょうせい、p 36。
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口
八
四
、
三
〇
〇
人
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
大
都
市
圏
の
自
治
体
は
五
万
〜
一
〇
万
人
ま
で
の
も
の
が
多
い
。
久
保
田
治
郎
に
よ
る
と
自
治
体

の
主
な
事
務
は
道
路
、
資
産
税
、
ご
み
処
理
の
三
つ
に
例
え
ら
れ
て
き
た
が
、
シ
ド
ニ
ー
や
メ
ル
ボ
ル
ン
の
都
市
圏
の
自
治
体
で
は
、
表
―

３
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
、
美
術
館
、
芸
術
セ
ン
タ
ー
の
建
設
運
営
、
公
園
整
備
な
ど
の
生
活
文
化
サ
ー

ビ
ス
に
積
極
的
な
と
こ
ろ
も
あ
る
（
久
保
田

一
九
九
八
）。Stonnington

市
で
は
、
こ
う
し
た
共
同
事
務
と
と
も
に
、
地
域
住
民
や
住
民
組

織
の
様
々
な
活
動
に
助
成
を
し
て
お
り
（
一
九
九
九
〜
二
〇
〇
〇
年
で
約
二
三
〇
のcom

m
unity

organisation

が
一
三
〇
万
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
ド
ル
に
相
当
す
る
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
て
い
る
）、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
も
地
域
住
民
組
織
・
集
団
と
地
方
自
治
体
に
は
一
定
の
親
密
な

関
係
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
（C

ity
of

Stonnington
2000

39−
44

）。

次
の
節
で
は
、
こ
う
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
地
方
制
度
と
先
に
述
べ
た
地
域
住
民
組
織
・
集
団
の
類
型
を
念
頭
に
お
い
て
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
メ
ル
ボ
ル
ン
都
市
圏
の
地
域
住
民
組
織
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。

四

メ
ル
ボ
ル
ン
に
お
け
る
地
域
住
民
組
織

は
じ
め
に
、
メ
ル
ボ
ル
ン
に
お
け
る
地
域
住
民
組
織
に
つ
い
て
筆
者
の
共
同
研
究
者
で
あ
っ
た
野
辺
政
雄
が
一
九
九
九
年
の
八
・
九
月
に

メ
ル
ボ
ル
ン
在
住
の
二
〇
一
人
の
成
人
女
性
（
二
〇
〜
五
五
才
）
に
お
こ
な
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
か
ら
見
て
お
こ
う
。
こ
の
調
査

の
Ｑ
１６
に
お
い
て
、
現
在
加
入
し
て
い
る
地
域
住
民
組
織
や
集
団
に
つ
い
て
た
ず
ね
て
い
る
。
ま
た
Ｑ
１８
で
住
民
組
織
の
一
つ
で
あ
る

N
eighborhood

W
atch

（
以
下
Ｎ
Ｈ
Ｗ
と
略
す
こ
と
が
あ
る
）
に
つ
い
て
の
参
加
も
た
ず
ね
て
い
る
。
こ
の
Ｑ
１６
と
Ｑ
１８
の
結
果
を
ま
と
め

て
整
理
し
た
の
が
、
表
―
４
で
あ
る
。
詳
し
い
デ
ー
タ
は
野
辺
の
論
文
（
野
辺

二
〇
〇
〇
）
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
表
の
中
程
の
数
字
は
何

ら
か
の
程
度
に
お
い
て
、
そ
の
組
織
・
集
団
に
参
加
し
て
い
る
人
の
実
数
と
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
右
側
の
数
字
は
そ
れ
ら
の
組
織
・
集
団

の
活
動
や
会
合
に
よ
く
参
加
し
て
い
る
ひ
と
﹇active

m
em

ber

﹈
の
実
数
と
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
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参
加
率
が
高
い
も
の
を
順
に
並
べ
る
と
、N

eighbor-

hood
W

atch

、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、
教
会
な
ど
の
宗
教

的
集
団
、
職
業
集
団
、
学
校
な
ど
の
父
母
会
、
子
供
の

プ
レ
イ
グ
ル
ー
プ
、
趣
味
の
会
で
あ
る
。
こ
の
メ
ル
ボ

ル
ン
の
調
査
結
果
と
野
辺
が
か
つ
て
首
都
キ
ャ
ン
ベ
ラ

で
お
こ
な
っ
た
調
査
結
果
（
野
辺

一
九
九
六：

二
六

八
）
を
比
較
す
る
と
、
調
査
が
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

Ｎ
Ｈ
Ｗ
を
除
い
て
、
メ
ル
ボ
ル
ン
調
査
の
女
性
は
職
業

集
団
、
趣
味
の
会
に
参
加
し
て
い
る
率
が
高
く
、
労
働

組
合
へ
の
参
加
が
低
い
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
二

つ
の
調
査
か
ら
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
都
市
に
は
、
組

織
・
集
団
の
類
型
に
照
ら
し
て
み
る
と
、
日
本
の
町
内

会
・
自
治
会
の
よ
う
に
包
括
的
で
多
面
的
な
目
的
・
機

能
を
も
ち
、
原
則
と
し
て
地
域
住
民
が
自
動
的
に
か
つ

全
員
が
加
入
す
る
よ
う
な
組
織
・
集
団
は
存
在
し
な
い

と
い
え
る
。
た
だ
、
父
母
会
や
子
供
の
プ
レ
イ
グ
ル
ー

プ
は
、
子
供
を
も
つ
住
民
の
か
な
り
が
加
入
し
て
い
る

こ
と
を
伺
わ
せ
る
。
そ
し
て
、
筆
者
の
短
い
メ
ル
ボ
ル

ン
滞
在
中
の
経
験
か
ら
は
、
知
人
が
所
属
し
て
い
る
教

表－4 地域住民組織・集団への加入数・加入率（Q 16、Q 18）

most, if not all,
activities/meetings

11（ 5.5）

1（ 0.5）
22（10.9）

4（ 2.0）
0（ 0）

15（ 7.5）
0（ 0）

27（13.4）
6（ 3.0）

16（ 8.0）
5（ 2.5）
0（ 0）
0（ 0）
3（ 1.5）

10（ 5.0）
1（ 0.5）
0（ 0）
6（ 3.0）
4（ 2.0）
1（ 0.5）
－

N．％

34（16.9）

6（ 3.0）
28（13.9）
10（ 5.0）

3（ 1.5）
38（18.9）

7（ 3.5）
45（22.4）
19（ 9.5）
27（13.4）

6（ 3.0）
3（ 1.5）
4（ 2.0）
5（ 2.5）

35（17.4）
6（ 3.0）
1（ 0.5）

16（ 8.0）
17（ 8.5）

4（ 2.0）
63（31.3）

（ 1）parents and citizens’ association or other school-
related group

（ 2）baby-sitting group
（ 3）children’s playgroup
（ 4）community association
（ 5）resident’s association
（ 6）church, religious or spiritual group
（ 7）trade union
（ 8）sporting club（playing member）
（ 9）sporting club（non-playing member）
（10）special interest group（hobby group）
（11）youth group
（12）political party
（13）protest group（political activities）
（14）social service organisation
（15）business organisation, professonal organisation
（16）nationality group
（17）veterans’ organisation
（18）charity or welfare organisation
（19）old school group
（20）other group activities
（21）neighborhood watch
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会
（
バ
プ
テ
ス
ト
派
）
の
よ
う
に
、
子
供
や
若
い
人
の
参
加
が
多

く
み
ら
れ
、
活
発
な
活
動
を
し
て
い
る
宗
教
集
団
が
あ
る
こ
と
は

注
目
に
値
す
る
（
写
真
―
１
参
照
）。
ま
た
、
知
人
は
地
域
の
テ

ニ
ス
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
、
そ
の
会
の
役
員
を
つ
と
め
、
近
く
に
あ

る
コ
ー
ト
の
整
備
に
余
念
が
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
余
暇
の
集
団
も
活
発
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
メ
ル
ボ
ル
ン
調
査
の
回
答
者
が
一
戸
建
地
域

に
住
む
女
性
で
あ
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
あ
る
い
は
英
語
圏
で
の

生
ま
れ
の
人
が
八
割
を
越
え
る
た
め
も
あ
っ
て
か
、
こ
の
調
査
で

は
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
て
い
る
人
が
極
端
に
少
な

い
こ
と
に
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は

か
つ
て
白
豪
主
義
に
よ
り
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
か
ら
の
ア
ン
グ
ロ
サ

ク
ソ
ン
系
統
の
移
民
以
外
に
、
イ
タ
リ
ア
や
ギ
リ
シ
ャ
な
ど
の
南

欧
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ロ
シ
ア
な
ど
の
東
欧
か
ら
の
移
民
が
多
か
っ

た
。
し
か
し
、
一
九
七
〇
年
代
中
頃
に
白
豪
主
義
か
ら
決
別
し
、

多
文
化
主
義
を
標
榜
し
て
八
〇
年
代
以
降
多
く
の
ア
ジ
ア
系
移
民

を
受
け
入
れ
て
き
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
最

大
の
都
市
圏
で
あ
る
シ
ド
ニ
ー
は
多
民
族
都
市
と
な
り
、
多
く
の

エ
ス
ニ
ッ
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
て
い
る
（
関
根
政
美

写真－1 教会の日曜礼拝のひとコマ 1999. 8. 7〔筆者撮影〕
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表－5 NSW 州におけるエスニックグループ（多い順）

N
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

Ethnic Communities Reference Book 1996 より作成

エスニックグループ
Malay
Mexican
Palestinian
Polynesian
Somalian
SouthAmerican
ThaiBuddhist
Tongan
Uraguayan
Yugoslav
Zairean
Austrian
Azerbaijanian
Baltic
Basque
Belarussian
Bulgarian
Cambodian/Khmer
Canadian
Celtic
Chaldean
Cornish
Danish
Eritrean
Goan
Greek, Cypriot
Iraqui
Maori
Mauritian
Nigerian
Romani
Sahel
Salvadorean
ScottoshGaelic
SeirraLeone
Swiss
Tigryan
WestIndian
Yiddish
Zoroastrian

N
7
6
6
6
6
6
6
5
5
5
5
4
4
4
4
4
4
4
4
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2
2
2
2

エスニックグループ
Tamil
Burmese
Chilean
Fijian
Laotian
Lithuanian
Thai
Cambodian
Egyptian
Estonian
Swedish
African
Bangladeshi
Ethiopian
Khmer/Cambodian
Kurdish
Lao-Chinese
Nicaraguan
SriLankan
Afgan
Czechoslovak
Finnish
Latin-American
Pakistani
Persian
Peruvian
Slovak
Sudanese
Syrian
Taiwanese
Timorese
United States of America
Welsh
Argentinian
Brazilian
British
Buddhist
Byelarusian
Czech
Ghanian
Iranian

N
110

95
70
60
47
43
40
36
36
32
32
30
29
27
26
26
24
22
21
20
19
18
18
15
14
13
12
11
11
10

9
8
8
8
8
8
7
7
7
7
7

エスニックグループ
Macedonian
Greek
Chinese
Itarian
Arabic
Ukranian
Polish
Croation
Lebanese
Filipino
Islamic
Spanish
Vietnamese
Jewish
Maltese
Russian
Dutch
Coptic
Turkish
German
Scottish
Assyrian
Serbian
Armenian
Korean
Irish
Portuguese
Hungarian
Indian
Japanese
Samoan
Indo-Chinese
Indonesian
Romanian
Slovenia
Tibetan
Bosnian
Cypriot
French
Lativian
PacificIslander
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一
九
八
七
、Ip,

D
.

et
al.

1992

）。
筆
者
が
入
手
し
て
表
―
５
に
整
理
し
た
シ
ド
ニ
ー
が
州
都
で
あ
るN

ew
South

W
ales

州
の
エ
ス
ニ
ッ

ク
・
グ
ル
ー
プ
の
資
料
（E

thnic
C

om
m

unities’C
ouncil

of
N

SW
1996

）
か
ら
み
て
も
、
多
民
族
社
会
と
な
っ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
都
市
で

は
、
新
し
い
移
民
層
を
中
心
に
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
の
組
織
へ
の
参
加
は
か
な
り
の
比
率
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

メ
ル
ボ
ル
ン
都
市
圏
に
お
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
が
み
ら
れ
、
こ
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
と

宗
教
組
織
が
関
連
を
も
っ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
野
辺

一
九
九
九
）。
筆
者
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
メ
ル
ボ
ル
ン
都
市
圏
の

Stonnington

市
で
は
、
一
二
三
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
の
存
在
が
把
握
さ
れ
て
い
る
。
ギ
リ
シ
ャ
、
イ
タ
リ
ア
、
ロ
シ
ア
、
中
国
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
系
の
順
に
多
く
、
ア
フ
リ
カ
、
南
米
、
東
南
ア
ジ
ア
系
の
グ
ル
ー
プ
が
こ
れ
に
続
い
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
内
二
二
の
エ
ス
ニ

ッ
ク
組
織
を
市
は
支
援
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
組
織
・
集
団
の
類
型
か
ら
い
え
ば
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
都
市
で
は
様
々
な
ボ
ラ
ン
タ
リ

ー
組
織
が
形
成
さ
れ
る
と
と
も
に
、
新
移
民
の
住
民
た
ち
を
中
心
に
同
郷
的
・
エ
ス
ニ
ッ
ク
的
組
織
・
集
団
が
簇
生
し
て
い
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

以
下
で
は
最
も
参
加
率
が
高
か
っ
た
Ｎ
Ｈ
Ｗ
に
つ
い
て
検
討
す
る
が
、
こ
の
Ｎ
Ｈ
Ｗ
は
先
に
提
示
し
た
地
域
住
民
組
織
の
類
型
の
な
か
で

は
、
任
意
参
加
と
い
う
意
味
で
第
三
象
限
に
位
置
す
る
。
し
か
し
後
述
す
る
よ
う
に
、
警
察
組
織
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
警
察
は
州
の
業

務
で
あ
る
）
と
の
連
携
が
深
く
、
原
則
と
し
て
ビ
ク
ト
リ
ア
州
の
全
て
の
地
域
に
組
織
さ
れ
、
加
入
率
も
相
対
的
に
高
い
こ
と
か
ら
、
類
型

の
第
二
象
限
に
あ
る
日
本
に
お
け
る
行
政
協
力
組
織
﹇
例
え
ば
、
防
犯
協
会
﹈
の
性
格
に
近
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。

五

メ
ル
ボ
ル
ン
都
市
圏
に
お
け
るN

eighborhood
W

atch

�

北
米
と
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
るN

eighborhood
W

atch

N
eighborhood

W
atch

は
犯
罪
の
防
止
を
目
的
と
し
て
、
一
九
六
〇
年
代
以
降
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
や
カ
ナ
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
で
組
織
さ
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れ
た
住
民
組
織
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
犯
罪
学
者
で
あ
る
Ｔ
・
ベ
ネ
ッ
ト
に
よ
る
と
（T

.
B

ennett
1990

）、
ア
メ
リ
カ
で

最
も
早
く
Ｎ
Ｈ
Ｗ
が
結
成
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
るO

akland

で
は
、
一
九
六
六
年
に
地
域
の
犯
罪
、
と
く
に
家
宅
侵
入
や
空
巣
を
防
止

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

‘H
om

e
A

lert’

と
い
う
Ｎ
Ｈ
Ｗ
に
あ
た
る
組
織
が
形
成
さ
れ
た
と
い
う
報
告
が
あ
る
。
ま
た
、
一
九
七
一
年
に

はPhiladelphia
で
地
域
の
犯
罪
防
止
を
目
的
に
、‘B

lock
A

ssociation
of

Philadelphia’

や‘C
om

m
unity

W
alks’

と
い
う
組
織
が
作
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
組
織
で
は
、
毎
月
住
民
会
議
を
開
き
、
防
犯
に
関
す
る
情
報
交
換
を
行
な
っ
た
り
、
市
民
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど

も
行
な
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
一
九
七
二
年
に
はSeattle

市
で
「
地
域
防
犯
計
画
」（T

he
C

om
m

unity
C

rim
e

Prevention
Program

）
が
立
ち
上
げ
ら
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
は
、
住
民
の
調
査
が
な
さ
れ
、
家
宅
侵
入
・
空
巣
に
た
い
す
る
関
心
の
高
さ
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
計
画
の
内
容

は
、
①
居
住
の
安
全
点
検
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
家
宅
侵
入
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
市
民
に
知
ら
せ
る
、
②
個
人
財
産
に
名
前
を
付

け
る
（m

arking

）
こ
と
に
よ
っ
て
盗
難
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
情
報
を
知
ら
せ
る
、
③
伝
統
的
な
警
察
の
防
犯
の
幅
を
広
げ
る
た

め
に

‘B
lock

W
atch’

を
結
成
す
る
、
④
家
宅
侵
入
を
減
ら
す
た
め
の
防
犯
意
識
を
高
め
る
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
の
四
つ
か
ら
な
っ
て
い

た
。
ま
た
、
他
の
都
市
の
Ｎ
Ｈ
Ｗ
と
ち
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
地
方
自
治
体
と
市
民
活
動
家
に
よ
っ
て
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
な
さ
れ
た
こ
と

が
特
徴
で
あ
り
、
そ
の
後
Ｎ
Ｈ
Ｗ
の
活
動
と
し
て
有
名
な
事
例
と
な
っ
た
。

Ｔ
・
ベ
ネ
ッ
ト
に
よ
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
一
九
四
三
年
に
ロ
ン
ド
ン
警
視
庁
が
「
良
き
隣
人
は
犯
罪
を
防
止
す
る
」
を
見
出
し
と
し

て
近
隣
の
力
を
結
集
し
て
防
犯
組
織
を
結
成
し
よ
う
と
し
た
が
、
上
手
く
広
が
ら
な
か
っ
た
。
一
九
八
二
年
に
な
っ
てC

heshire

州
のM

ol-

lington

村
で

‘H
om

e
W

atch’

計
画
が
実
施
さ
れ
た
の
が
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
初
め
て
の
Ｎ
Ｈ
Ｗ
の
結
成
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で

は
、
住
民
達
が
警
察
に
た
い
し
て
家
宅
侵
入
に
対
処
し
て
ほ
し
い
と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
た
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
警
察
署
長
が
北
米
の

近
隣
に
よ
る
防
犯
活
動
に
興
味
を
も
っ
て
資
料
を
取
り
寄
せ
、
Ｎ
Ｈ
Ｗ
の
結
成
の
戦
略
を
住
民
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な

っ
た
。M

ollington

村
で
成
果
が
上
が
る
と
、D

evon

州
、H

am
pshier

州
、
そ
し
て
ロ
ン
ド
ン
な
ど
全
国
に
広
が
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
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�
V

ictoria

州
のN

eighborhood
W

atch

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
一
九
八
三
年
に
メ
ル
ボ
ル
ン
が
州
都
と
な
っ
て
い
るV
ictoria

州
のFrankston

市
のK

ananook

地
域
で
Ｎ
Ｈ

Ｗ
は
初
め
て
結
成
さ
れ
、
し
だ
い
に
他
の
自
治
体
、
他
の
州
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。
結
成
の
き
っ
か
け
は
、
犯
罪
の
増
加
、
薬
物
の
市
民
へ

の
浸
透
に
た
い
し
て
、
警
察
と
市
民
が
連
携
し
て
防
ぐ
こ
と
で
あ
っ
た
。

V
ictoria

州
内
で
は
Ｎ
Ｈ
Ｗ
は
図
―
３
の
よ
う
な
組
織
構
造
に
な
っ
て
い
て
、
理
事
会
（B

oard
of

M
anagem

ent

）﹇
民
間
人：

三
名
、

警
察
官：

三
名
で
構
成
﹈、
州
評
議
会
（State

Forum

）﹇
民
間
人：

二
三
名
、
警
察
官：

二
三
名
﹈
の
も
と
、
五
つ
の
地
域
圏
（R

egion

）

―
二
三
の
地
区
（D

istrict
）
―
一
二
六
〇
の
地
域
（A

rea

）
―
約
二
五
、
〇
〇
〇
の
小
地
域
（Z

one

）
に
組
織
化
さ
れ
て
い
る
。
理
事
長
は

民
間
人
で
あ
る
が
、
局
長
は
警
察
官
で
あ
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｗ
の
州
事
務
所
で
の
聞
き
取
り
な
ど
に
よ
る
と
、
表
―
６
の
よ
う
に
地
区
の
範
域
は
、

V
ictoria

州
に
あ
る
七
八
の
自
治
体
の
領
域
を
基
礎
に
編
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
地
域
は
多
く
の
場
合
、
道
路
や
川
な
ど
空
間
的
な
も
の
で

区
切
ら
れ
た
地
域
割
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｗ
は
州
内
の
人
の
住
ん
で
い
る
ほ
と
ん
ど
の
地
域
（A

rea

）
で
組
織
さ
れ
、
地
理

的
・
空
間
的
に
は
五
二
％
〜
五
三
％
の
範
域
に
存
在
し
て
い
る
。

Ｎ
Ｈ
Ｗ
の
地
域
は
大
都
市
圏
で
は
六
〇
〇
〜
八
〇
〇
の
世
帯
、
農
村
部
で
は
一
〇
〇
〜
一
五
〇
の
世
帯
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
下
位
単
位
で

あ
る
小
地
域
は
主
に
大
都
市
圏
で
見
ら
れ
る
の
だ
が
、
二
〇
〜
四
〇
世
帯
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
Ｎ
Ｈ
Ｗ
を
構
成
し
て
い
る
世

帯
数
は
州
全
体
で
九
〇
万
世
帯
、
人
口
二
七
〇
万
人
（V

ictoria

州
の
人
口
は
一
九
九
六
年
セ
ン
サ
ス
で
は
四
八
〇
万
人
）
と
さ
れ
て

（
２
）

い
る
。

具
体
的
な
活
動
と
し
て
は
、
州
レ
ベ
ル
で
は
全
体
的
な
組
織
の
統
括
・
運
営
と
広
報
紙“Sentinel”

の
発
行
﹇
年
四
回
﹈
を
お
こ
な
っ
て

い
る
。
警
察
官
以
外
は
み
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
財
政
は
州
や
自
治
体
か
ら
の
助
成
は
な
く
、
ほ
と
ん
ど
が
企
業
か
ら
の
広
告
料
な
ど
の
寄

（
３
）

付
で
賄
わ
れ
て
い
る
。
地
域
圏
は
地
区
を
統
括
し
て
い
る
。
地
区
レ
ベ
ル
で
は
、
そ
の
本
部
が
広
報
紙

“G
O

L
F

D
IST

IN
C

T
D

R
IV

E
R

”

を
月
一
回
の
割
合
で
発
行
し
て
い
る
。
ま
た
、
各
地
域
の
代
表
者
（A

rea
M

anager

）
の
研
修
、
地
域
の
Ｎ
Ｈ
Ｗ
メ
ン
バ
ー
の
訓
練
、
一
般
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表－6 NHW の地域圏及び地区と地方自治体との関連
NEIGHBOURHOOD WATCH POLICE COORDINATORS （21/09/00）

LGA

Melbourne

Yarra
Stonnington

Port Phillip, Glen Eira

Bayside, Kingston

HobsonBay, Brimbank
Melton, Maribyrnong

Greater Geelong, Queenscliffe,
Surf Coast, Wyndham

Ballarat , Central Goldfields ,
Pyrenees, Hepburn, Moorabool,
Golden Plains
Ararat, Nth Grampians, Yar-
riambiack , Horsham , West
Wimmera, Hindmarsh
Colac Otway , Corangamite ,
SthGrampians , Warrnambool ,
Moyne, Glenelg,

Darebin, Whittlesea

Hume, Moreland, Moonee Val-
ley
Greater Bendigo, Macedon
Ranges, Mt Alexander, Loddon
Greater Shepparton, Campaspe,
Moira
Mildura, Buloke, Swan Hill
Gannawarra
Banyule, Manningham, Nillum-
bik

Whitehorse, Monash, Boroon-
dara

Knox, Maroondah, Yarra
Ranges

Mitchel, Murrindindi, Delatite,
Strathbogie
Wangaratta, Alpine, Wodonga,
Indigo Towong
Frankston, Mornington
Peninsula
Greater Dandenong , Casey ,
Cardnia
LaTrobe, Baw Baw, Bas
Coast, Sth Gippsland
Wellington
East Gippsland

LGA : Local Government Authority

TELEPHONE

Ph 9247 5553
Fax 9247 5539

Ph 9247 5553
Fax 9247 5539

Ph 9529 7658
Fax 9529 6921

Ph 9556 6577
Fax 9556 6500

Ph 9392 3264
Fax 9399 1864

Ph 5225 3261
Fax 5225 3292

Ph 5332 9400
Fax 5332 9286

Ph 5382 9240
Fax 5382 9210

Ph 5560 1193
Fax 5560 1177

Ph 9409 8100
Fax 9408 8326
Ph 9302 8247
Fax 9302 8334
Ph 5441 5534
Fax 5441 5246
Ph 5820 5847
Fax 5820 5704
Ph 5021 3721
Fax 5023 3888
Ph 9459 3931
Fax 9457 6642

Ph 9878 2742
Fax 9894 4142

Ph 9881 7949
Fax 9881 7946

Ph 5762 1811
Fax 5762 1517
Ph 5723 0845
Fax 5762 0649
Ph 9784 5641
Fax 9781 5441
Ph 9767 7522
Fax 9767 7578
Ph 5132 2155
Fax 5132 2165
Ph 5152 0542
Fax 5153 1111

STATION
Level 1 Bld C
Victoria Police Centre
DX 210093
Level 1 Bld C
Victoria Police Centre
DX 210093
396 Malvern Rd Prahran 3181
DX 212399

1011 Nepean Hwy, Moorabbin 3189
DX 212140

Cooper Ave, Altona North 3025
DX 211041

Mercer St, Geelong 3220
DX 216055

PO Box 528, Ballarat 3353
Dx 214260

20 Roberts St, Horsham 3400
DX 216517

214 Koroit St, Warrnambool 3280
DX 219606

785 High St, Epping 3076
DX 21 2417.
15 Dimboora Rd, Broadmeadows 3047
DX 211271
PO Box 469, Bendigo 3552
DX 214505
Cnr Welsford & High St
Shepparton 3630 DX 218744
163 Langtree Ave, Mildura 3500
DX 217500
102 Altona St, Heidelberg West 3081
DX 211910

173 Whitehorse Rd, Blackburn 3020
DX 212288

414 Burwood Hwy, Wantirna Sth
3152
DX 212820
Bridge St, Benalla 3672
DX 214476
1 Handley St, Wangaratta 3677
DX 219452
15 Fletcher Rd, Frankston 3199
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155 Nicholson St, Bairnsdale 3875
DX 214193
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警
察
官
へ
の
指
導
、
老
人
に
対
す
る
安
全
講

座
の
実
施
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
筆
者
が
訪

問
し
た
Ｇ
地
区
（
人
口
約
六
〇
万
人
）
で
は

当
時
、
一
八
五
地
域
の
う
ち
一
七
四
地
域
に

そ
の
地
域
組
織
が
結
成
さ
れ
て
い
た
。
以
下

で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｗ
の
草
の
根
の
活
動
の
基
礎
組

織
で
あ
る
地
域
（A

rea

）
に
つ
い
て
紹
介
す

る
。

�

N
eighborhood

W
atch

の
地
域
組
織

―
Ｇ
２８
を
事
例
と
し
て
―

メ
ル
ボ
ル
ン
都
市
圏
の
代
表
的
な
地
域
組

織
と
し
て
、
九
九
年
八
月
に
イ
ン
タ
ー
ビ
ュ

ー
を
し
た
Ｇ
２８
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
こ
の

地
域
組
織
は
地
方
自
治
体
の
行
政
区
域
と
し

て
は
メ
ル
ボ
ル
ン
都
市
圏
の
東
南
東
に
位
置

す
るM

onash

市
の
な
か
に
あ
り
、
九
五
〇

世
帯
が
住
む
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
の
一
戸
建
の
家

が
多
い
地
域
で
あ
る
。
Ｇ
２８
は
地
域
の
犯
罪

図－3 ヴィクトリア州における NHW の組織構造図〔2000年 12月現在〕
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の
増
加
と
い
う
事
態
に
対

処
す
る
た
め
一
九
八
五
年

に
結
成
さ
れ
、
そ
の
年
の

九
月
に
公
式
認
定
を
う
け

た
。
結
成
の
際
に
は
、
四

カ
月
の
準
備
を
要
し
、
初

め
て
の
総
会
に
は
一
〇
〇

〇
人
以
上
の
住
民
が
集
ま

っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
、

参
加
者
は
減
少
し
、
今
で

は
総
会
に
出
席
す
る
ひ
と

は
、
六
〇
〜
八
〇
人
で
あ

る
。
主
な
活
動
と
し
て

は
、
月
に
一
回
の
集
会

（m
eeting

）
を
も
つ
こ

と
、
月
に
一
回
の
会
報
を

編
集
発
行
（
資
料
―
１
を

参
照
）
し
、
全
戸
に
配
布

す
る
こ
と
で
あ
る
。
会
報

写真－2 NHW の地域の集会（中央が会長、右横が地域担当の警察官） 1999. 8. 3〔同〕

表－7 NHW への参与の程度（Q 19）

4（ 2.0）
7（ 3.5）

10（ 5.0）
24（11.9）
46（22.9）
25（12.4）
11（ 5.5）

*area manager（area coordinator），assistant area manager（assistant area coor-
dinator），secretary, treasure, security officer, newsletter editor

committee member*
zone leader
attending meetings
using engraving equipment
putting up a sticker
reporting to the police suspicious activities in your area
reading newsletters

―１９―

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
地
域
住
民
組
織
に
つ
い
て



の
印
刷
は
地
方
自
治
体
が

無
料
で
引
き
受
け
て
く
れ

る
。
会
費
は
発
足
時
に
一

人
五
ド
ル
を
集
め
た
が
、

そ
の
後
は
集
め
て
お
ら

ず
、
財
政
は
広
告
料
や
寄

付
に
よ
っ
て
い
る
。

筆
者
が
出
席
し
た
集
会

（
出
席
者
は
三
〇
人
弱
）

で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｗ
の
運
営
上

の
こ
と
や
近
隣
の
出
来
事

を
話
し
合
っ
た
り
し
た
後

に
、
地
域
担
当
の
警
察
官

が
こ
の
一
カ
月
に
地
域
で

起
こ
っ
た
犯
罪
や
盗
難
な

ど
へ
の
対
策
や
留
意
す
べ

き
点
を
報
告
し
た
。
ま

た
、
一
二
月
に
は
ク
リ
ス

マ
ス
パ
ー
テ
ィ
を
開
き
、

写真－3 住宅地の電柱につけられた NHW の看板 1999. 8. 4〔同〕

資料－2 門柱に張られていたステッカー

オ
ー
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い
つ
も
は
参
加
し
な
い
人
に
も
声
を
か
け
、
親
睦
を
深
め
る
活
動
も
行
っ
て
い
る
。
集
会
の
参
加
者
は
五
〇
歳
代
以
上
の
人
が
多
く
（
写
真

―
２
参
照
）、
お
茶
と
お
菓
子
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
な
ど
が
出
て
、
日
本
の
町
内
会
や
老
人
会
の
親
睦
会
の
よ
う
に
、
和
気
あ
い
あ
い
の
雰
囲

気
で
あ
っ
た
。

役
員
は
会
長
（
一
人
）、
副
会
長
（
一
人
）、
参
与
（
四
人
）、
書
記
（
一
人
）、
会
計
（
一
人
）、
募
金
・
広
報
・
生
活
援
助
の
各
委
員
会

（
各
四
人
）
の
委
員
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
に
会
報
を
全
戸
に
配
布
す
る
人
が
二
六
人
い
る
。
メ
ル
ボ
ル
ン
調
査
の
Ｑ
１９
で
Ｎ
Ｈ
Ｗ
に
参
加
し

て
い
る
人
に
、
参
与
の
程
度
を
聞
い
て
み
る
と
、
表
―
７
の
よ
う
に
役
員
に
な
っ
た
り
集
会
に
出
た
り
す
る
人
は
約
一
割
で
あ
る
。

Ｎ
Ｈ
Ｗ
が
地
域
住
民
に
呼
び
か
け
て
い
る
犯
罪
の
予
防
と
し
て
は
、
①
戸
締
ま
り
、
②
貴
重
品
や
家
具
な
ど
に
自
分
の
名
前
や
免
許
証
の

番
号
を
刻
み
付
け
る
こ
と
、
③
怪
し
い
人
の
報
告
、
④
安
全
対
策
の
講
演
や
訓
練
に
参
加
す
る
こ
と
、
家
の
壁
や
電
柱
な
ど
に
Ｎ
Ｈ
Ｗ
の
ス

テ
ッ
カ
ー
を
張
る
こ
と
（
写
真
―
３
、
資
料
―
２
参
照
）
な
ど
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｗ
は
そ
の
組
織
体
制
の
全
て
の
レ
ベ
ル
で
警
察
と
の
関
連
が
深
い
。
そ
こ
で
、
メ
ル
ボ
ル
ン
調
査
で
は
Ｑ
２０
で
Ｎ
Ｈ
Ｗ

が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
し
て
い
る
と
思
う
か
を
た
ず
ね
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
回
答
者
の
三
％
が
「
そ
う
思
う
」
と
答
え
、
九
六
％

の
人
が
「
そ
う
は
思
わ
な
い
」
と
し
て
お
り
（
残
り
は
、「
そ
の
他
」、
お
よ
び
「N

.
A

.

」
で
あ
っ
た
）、
参
加
住
民
に
は
こ
の
組
織
を
肯
定

的
に
評
価
し
て
い
る
人
が
多
い
こ
と
が
分
か
る
。

六

お
わ
り
に

以
上N

eighborhood
W

atch

の
地
域
組
織
を
中
心
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
地
域
住
民
組
織
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
そ
の
特
徴
に
つ

い
て
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
地
域
住
民
組
織
に
お
い
て
は
、
日
本
の
よ
う
に
、
原
理
と
し
て
地
域
住
民
全
員
が
加
入
す
る
よ
う
な
組
織
・
集
団
は

―２１―
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存
在
し
な
い
。
住
民
の
地
域
生
活
を
さ
さ
え
る
の
は
、
自
立
心
の
強
い
個
人
や
個
々
の
家
族
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
住
民
諸
個
人
が
任
意
に
参

加
す
る
趣
味
の
会
、
子
供
を
め
ぐ
る
会
、
職
業
・
産
業
集
団
、
宗
教
集
団
、
そ
し
て
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
な
お
、
日
本
に
く

ら
べ
て
地
方
自
治
体
の
規
模
が
小
さ
い
た
め
住
民
と
距
離
が
近
く
、
自
治
体
が
さ
ま
ざ
ま
な
組
織
・
集
団
に
参
加
す
る
、
利
害
を
異
に
す
る

住
民
に
き
め
細
か
に
対
応
し
て
い
る
側
面
に
も
注
目
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

た
だ
、
犯
罪
の
増
加
の
よ
う
に
地
域
全
体
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
住
民
全
体
を
対
象
に
し
た
活
動
（
特
に
会
報
の
全
戸
配
布
）
を

目
指
す
住
民
組
織
と
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｗ
が
都
市
部
、
農
村
部
を
問
わ
ず
設
立
さ
れ
、
お
よ
そ
一
五
年
の
歴
史
を
蓄
積
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ

（
４
）

る
。
Ｎ
Ｈ
Ｗ
は
中
田
實
の
い
う
、
地
域
区
画
性
、
地
域
共
同
管
理
性
、
地
域
代
表
性
を
持
っ
た
住
民
組
織
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
会
が
、
地
域
住
民
の
要
望
を
取
り
上
げ
て
地
域
計
画
や
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
る
と
は
思
え
な
い
が
、
た
だ
こ
の

会
の
経
験
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
災
害
や
再
開
発
な
ど
の
よ
う
な
地
域
住
民
全
体
に
か
か
わ
る
問
題
が
生
じ
た
と
き
に
、
救
助
や
復
興
、
イ

ン
フ
ラ
建
設
な
ど
地
域
全
体
の
意
見
・
要
求
の
調
整
、
計
画
の
過
程
に
お
い
て
生
か
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

注（
１
）
地
域
社
会
に
存
在
す
る
組
織
・
集
団
と
し
て
は
、
こ
の
社
会
構
成
と
も
対
応
し
て
、
①
市
町
村
や
府
県
、
国
の
出
先
な
ど
の
行
政
組
織
、
②
工
場

や
事
務
所
・
商
店
な
ど
の
企
業
組
織
、
③
社
会
的
な
基
礎
集
団
で
あ
る
家
族
や
親
族
集
団
を
考
慮
に
入
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
こ
で
は

議
論
を
集
中
す
る
た
め
に
狭
義
の
地
域
住
民
組
織
・
集
団
に
絞
っ
て
検
討
す
る
。

（
２
）
こ
の
数
字
は
、
明
確
な
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
を
有
し
て
い
る
加
入
世
帯
数
と
い
う
よ
り
、
会
報
が
配
布
さ
れ
て
い
る
世
帯
か
ら
割
り
出
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

（
３
）
地
区
は
一
九
九
九
年
末
に
、
警
察
組
織
の
リ
ス
ト
ラ
に
と
も
な
っ
て
、
区
域
の
合
併
・
再
編
が
あ
り
、
現
在
の
五
地
域
圏
―
二
三
地
区
に
な
っ
た
。

筆
者
は
同
年
八
月
に
Ｇ
地
区
の
本
部
事
務
所
で
担
当
警
察
官
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
が
、
現
在
も
そ
の
機
能
や
役
割
は
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
な
い

と
思
わ
れ
る
。

（
４
）
最
近
、
日
本
の
都
市
で
は
犯
罪
の
増
加
と
警
察
に
よ
る
解
決
・
検
挙
率
の
低
下
が
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
応
し
て
、
全
国
の
い
く
つ
か
の
都

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
地
域
住
民
組
織
に
つ
い
て
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市
で
住
民
に
よ
る
「
地
域
自
警
団
」
が
結
成
さ
れ
、
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
活
動
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
Ｎ
Ｈ
Ｗ
と
の
異
同
が
注
目
さ
れ
る
。

文
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鯵
坂
学

一
九
八
九
、「『
学
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自
治
連
合
会
』
の
新
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京
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―
」
岩
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茶
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│
│
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と
実
践
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韓
国
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済
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島
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誌
か
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書
房
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A
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M
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久
保
田
治
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一
九
九
八
、『
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
地
方
自
治
体
論
―
行
政
改
革
先
進
国
に
み
る
地
方
分
権
―
』
ぎ
ょ
う
せ
い

中
田
實

二
〇
〇
〇
、『
世
界
の
住
民
組
織
―
ア
ジ
ア
と
欧
米
の
国
際
比
較
―
』
自
治
体
研
究
社

野
辺
政
雄

一
九
九
六
、『
キ
ャ
ン
ベ
ラ
の
社
会
学
的
研
究
』
行
路
社

│
│
│
│

一
九
九
九
、「
メ
ル
ボ
ル
ン
に
お
け
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
移
民
」『
岡
山
大
学
教
育
学
部
研
究
収
録
』
一
一
一
号

七
五
―
八
五
頁

│
│
│
│

二
〇
〇
〇
、「
メ
ル
ボ
ル
ン
に
居
住
す
る
女
性
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
調
査
」
の
基
礎
分
析
『
岡
山
大
学
教
育
学
部
研
究
収
録
』
一
一

五
号

二
九
―
五
五
頁

関
根
政
美

一
九
八
七
、「
シ
ド
ニ
ー
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
都
市
」
藤
田
弘
夫
・
吉
原
直
樹
編
『
都
市
―
社
会
学
と
人
類
学
か
ら
の
接
近
―
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ

書
房

―２３―

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
地
域
住
民
組
織
に
つ
い
て



店
田
廣
文

一
九
九
九
、『
エ
ジ
プ
ト
の
都
市
社
会
』
早
稲
田
大
学
出
版
会

富
沢
賢
治

一
九
九
九
、『
社
会
経
済
セ
ク
タ
ー
の
分
析
』
岩
波
書
店

鳥
越
晧
之

一
九
九
四
、『
地
域
自
治
会
の
研
究
―
部
落
会
・
町
内
会
・
自
治
会
の
展
開
過
程
―
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房

Pestoff,
V

.
A

.
1992

T
hird

Sector
and

C
o-O

perative
Services

―A
n

A
lternative

to
Privatization,

Jounal
of

C
onsum

er
P

olicy
15.

吉
原
直
樹

二
〇
〇
〇
、『
ア
ジ
ア
の
地
域
住
民
組
織：

町
内
会
・
街
坊
会
・
Ｒ
Ｔ
／
Ｒ
Ｗ
』
お
茶
の
水
書
房

Y
O

SH
IH

A
R

A
,

N
aoki

et
al.

ed.
2003,

G
rass

roots
and

the
N

eighborhood
A

ssociations
:

Japan’s
C

honaikai
and

Indonesia’s
R

T
/R

W
,

Penerbit

PT
G

rasindo,
Jakarta.

（
謝
辞
）

一
九
九
九
年
夏
と
二
〇
〇
〇
年
晩
秋
の
筆
者
に
よ
る
メ
ル
ボ
ル
ン
都
市
圏
に
お
け
る
住
民
組
織
調
査
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
て
く
だ
さ
っ
た
、
Ｎ
Ｈ

Ｗ
の
関
係
機
関
・
関
係
者
の
方
々
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
現
地
調
査
の
便
宜
を
図
っ
て
く
だ
さ
っ
たM

onash

大
学
のD

.
A

skew

先
生
と

調
査
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
学
生
のJ.

K
ingston

さ
ん
、S.

C
.

B
arry

さ
ん
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
一
九
九
九
年
の
シ
ド
ニ
ー
で
の
資
料
収
集
に

お
い
て
、
自
治
体
国
際
化
協
会
シ
ド
ニ
ー
事
務
所
に
御
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

（
付
記
）

こ
の
小
論
は
、
平
成
一
二
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
�
２
、
代
表
者：

野
辺
政
雄：

岡
山
大
学
）
の
報
告
書
の
論
考
に
加
筆
・
修
正
を
し

た
も
の
で
あ
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
地
域
住
民
組
織
に
つ
い
て

―２４―


